
災害時の雲南市の体制

訓
練
は
、「
雲
南
市
内
で
風
水
害
、

大
規
模
震
災
が
発
生
し
た
」
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
が
有
事
の
際
に
迅

速
・
的
確
な
災
害
活
動
が
で
き
る

よ
う
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
は
、
島
根
県
や

国
土
交
通
省
、
雲
南
地
区
の
１
市

２
町
、
地
元
消
防
団
、
陸
上
自
衛

隊
、
日
本
赤
十
字
社
、
雲
南
警
察

署
・
消
防
本
部
な
ど
39
の
関
係
機

関
と
雲
南
市
民
の
あ
わ
せ
て
約
600

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

風
水
害
は
、「
雲
南
地
区
に
大
雨

洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
土
砂
災

害
や
河
川
増
水
・
氾
濫
に
よ
り
、

●
災
害
後
の
生
活
を
支
え
る
非
常
用
品
を

備
え
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
場
所
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
非
常
持
出
品
」…
水
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ラ

ジ
オ
、
貴
重
品
、
懐
中
電
灯
、
電
池
な
ど

「
非
常
備
蓄
品
」…
米
や
飲
料
水
、
非
常
食

（
乾
パ
ン
や
粉
ミ
ル
ク
）
な
ど
最
低
3
日

分
。
定
期
的
な
入
れ
か
え
も
必
要
で
す
。

●
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
家
の
周
り
の

河
川
や
裏
山
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
内
の
大
き
な
家
具
は
、
転
倒
防
止

の
た
め
、
ト
メ
金
な
ど
で
固
定
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
器
棚
な
ど
に

は
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
貼
り
ま
し
ょ
う
。

●
石
垣
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
ひ
び
割
れ

や
崩
れ
を
修
理
し
、
ま
た
側
溝
や
雨
ど

い
な
ど
の
ご
み
は
取
り
除
き
、
流
れ
を

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

●「
医
療
品
や
消
火
器
は
ど
こ
に
あ
る
か
」、

「
避
難
場
所
や
避
難
路
は
ど
こ
か
」「
緊

急
時
の
連
絡
先
」
な
ど
家
族
で
災
害
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

災害用伝言ダイヤル「171」
被災地連絡用

災害により電話が通じなくなった時、
「171＋1＋自宅の番号」番でメッセージの
録音。「171＋2＋自宅の番号」番でメッセー
ジの再生することができます。

「自分の生命、財産は自分で守る」、「地域のことは地域で守る」という意識のもと、
いざという時に、迅速に行動できよう災害に備えましょう。

災害は、いつ襲ってくるか分かりません。いざという時、迅速に行動できるよう災害に備えましょう。

家
屋
等
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
」

と
い
う
想
定
で
、
大
規
模
震
災
は
、

「
松
江
市
南
方
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
雲
南
市
で
は
震
度
６

強
を
観
測
。
家
屋
の
倒
壊
や
火
災

を
は
じ
め
道
路
・
橋
梁
の
損
壊
、

上
水
道
施
設
や
ガ
ス
、
電
気
関
係

施
設
に
も
大
き
な
損
害
が
発
生
し

て
い
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
想
定
に
基
づ
き
被

災
地
上
空
・
地
上
か
ら
の
状
況
調

査
や
情
報
伝
達
、
消
防
団
に
よ
る

水
防
活
動
、
被
災
住
民
の
救
助
・

避
難
誘
導
、
火
災
家
屋
へ
の
消
火

活
動
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

出
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
救
護
所
と
な
っ
た
下
熊

谷
地
域
福
祉
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

負
傷
者
の
救
護
活
動
、
自
衛
隊
に

よ
る
炊
き
出
し
、
緊
急
物
資
搬
送

な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
過
去
の
災
害
写
真

の
パ
ネ
ル
展
示
や
排
水
ポ
ン
プ
車

の
公
開
、
応
急
手
当
講
習
会
な
ど

も
あ
り
、
参
加
者
や
来
場
者
が
、

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
よ
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、
訓
練
本
部
の
本
部

長
を
務
め
た
速
水
市
長
は
「
災
害

は
起
こ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

万
が
一
発
生
し
た
際
、
今
日
の
体

験
を
生
か
し
、
迅
速
で
的
確
な
災

害
活
動
と
関
係
機
関
に
よ
る
広
域

的
な
連
携
で
、
万
全
を
期
し
た
対

応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
年
度
、
消
防
・
防

災
・
安
全
対
策
と
し
て
「
雲
南
市

地
域
防
災
計
画
」
の
策
定
に
着
手

し
て
い
る
ほ
か
、
水
害
時
の
浸
水

予
想
区
域
な
ど
設
定
し
た
「
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
作
成
に
む
け
、
国

や
県
な
ど
河
川
関
係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
予

定
に
し
て
お

り
、
自
然
災

害
に
対
す
る

防
災
体
制
の

充
実
に
努
め

て
い
き
ま

す
。

防
災
週
間
（
８
／
30
〜
９
／
５
）
に
あ
わ
せ
、
9
月
3
日
、

木
次
町
下
熊
谷
の
斐
伊
川
河
川
敷
を
会
場
に
、
平
成
17
年
度

雲
南
地
区
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

風水害や大規模震災発生時には、雲南市災害対策本
部を設置し、市役所職員や地域の消防団などが、情報
収集や災害対応にあたるほか、自衛隊や消防本部など
と連携し、被災地への応急復旧対策に取り組みます。

●
外
出
は
控
え
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
気
象

情
報
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
浸
水
に
備
え
て
貴
重
品
や
洋
服
、
寝
具
な

ど
を
高
い
場
所
に
移
動
さ
せ
ま
し
ょ
う

●
河
川
の
氾
濫
や
が
け
崩
れ
、
土
石
流
な
ど

の
前
兆
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た
時
に

は
、
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

●
避
難
時
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
合
い
な

が
ら
円
滑
に
避
難
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
確
保
し
て
下
さ
い
。
そ

し
て
、
す
ぐ
に
電
気
・
ガ
ス
・
火
の
も
と
の
安
全

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
窓
や
扉
を
開
け
て
出
口
を
確
保
し
ま
す
が
、
あ
わ

て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

●
避
難
す
る
場
合
は
、
近
所
で
協
力
し
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
集
団
を
つ
く
っ
て
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
負
傷
者
が
い
る
際
は
応
急
救
護
を
、

火
災
が
発
生
し
た
際
は
初
期
消
火
を
、
忘
れ
ず
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
震
災
後
は
、緊
急
車
両
が
通
行
し
た
り
す
る
た
め
、

車
で
の
移
動
は
極
力
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
携

帯
電
話
の
使
用
は
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
後
の
5
分
間
が
重
要
で
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

雲
南
地
区
総
合
防
災
訓
練
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